
◇ 半径毎に値を平均化してfmolを求める。
◇ 図の説明

★ f molが良いフィットをする条件
◇圧力について (圧力がガス密度の2乗に比例するとき)

◇変換係数について 今回の結果のみでは明確な決定ができなかった。

解析天体数を増やして同様に検証することが必須。

★ 検証2 (NGC5457)

◇ モデル1・5 ( )

◇ モデル2・6 ( )

◇ モデル3・7 ( )

◇ モデル4・8 ( )

★ 検証1 (NGC4254)

◇ モデル1・5 ( )

◇ モデル2・6 ( )

◇ モデル3・7 ( )

◇ モデル4・8 ( )

★ 背景
銀河の主要成分である星間物質中の星間ガス

は組成比の70%を水素で占めており、水素ガスは
密度と温度に応じてHIガスとH2ガスの相として存
在している。そのため全ガス密度に対するH2ガス
密度の比fmolを使うことで銀河の構造や進化を知ることにつながる。

★ fmolとは、
全ガス(HI+H2)密度 に対する

水素分子(H2)ガス密度 比。

★ fmolの特徴
1． 銀河の半径増加に伴い、値が急激に減少する。 [図2]

2． 値が銀河の環境効果(圧力・UV放射量・金属量)に依存する。 [図3]

★ 現状の問題点
fmol 導出に使用する圧力・CO-H2変換係数

Xcoの導出方法が定まっていない。

1． or

2． Xco = 定数 or

★研究目的
観測値から求めたfmolとElmegreenの理論

モデルfmolとの比較と検証及び圧力・変換係数の検証。
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★ fmolの求め方

★ 作業方法
ⅰ) 各データより次の値を求める。(金属量は論文より値を引用)

Ico → ΣH2 ， IHI → ΣHI ， IHα → φe

ⅱ) UV放射量をP/P0 (=Σ/Σ0) ∼ 1のところでU/U0 ~1となるよう規格化。
n=1 のシュミット則 U = U0(Σ/Σ0) を仮定している。
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近傍銀河星間ガスの原子ガス‐分子ガス相転移
田中亜矢子(鹿児島大学)、中西裕之(鹿児島大学)

近傍銀河での全ガス (HI+H2)密度に対するH2ガス密度の比fmolを用いて、観測データから求めたfmolとfmolに依存する
parameter(圧力、UV放射量、金属量)を考慮してElmegreenの理論モデルを用いて求めたfmolとの比較・検証を行った。3つの

parameterは観測データより求めている。NGC4254とNGC5457で、銀河半径方向にfmolをプロットした結果、観測値から求めたfmolを再現し
ている理論モデルfmolのparameter条件は、圧力がガス密度の2乗値で表されるときであることがわかった。

観測値から求めた分子ガス比fmolをよりよく再現している
Elmegreen理論モデルfmolのparameter条件は、圧力がガス密度の
2乗値で表されるときであり、より正確な結論を得る為には検証する
天体を増やすことが必須である。

★ 理論モデルのparameter set (8つ)
parameterは太陽近傍値で
規格化する。

・log Z0 = 8.9

・ Σ0 ~ 8 [Msun/pc2]

・ U0 ~ 2.42×10-7 [erg/s/cm2/sr]
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5. Result 
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[図2] 銀河半径に対するfmolの分布。
4つの銀河に対してプロットしており、全
銀河で半径増加に対して減少している。

7. Conclusion 

4. METHOD

1. ABSTRACT
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[図1] HIとH2の分布

H2：銀河中心&渦状腕
HI：銀河全体に広く

暗黒物質

星間物質(ISM)

星

[図3] fmolの依存性
3つのparameterを依存させたfmol(赤線)
と各parameterを一定値として描いたfmol

[図4] 金属量と変換係数の関係性
8つの銀河でプロットしてみると、
相関があることが分かる。

金属量勾配の 緩い銀河 ： NGC4254 、 きつい銀河 ： NGC5457

[図6]
銀河の

parameter

[図5]
観測情報

[図7] 理論モデルのプログラムの概要
星間ガスが2種類の雲で構成されて

いると仮定し、一定の全ガス量に対し
て、P,U,Zを与えることで、分子ガスの

占める割合がどのくらいになるかを見
ている。

[図8] 検証したモデル

・横軸：銀河半径、縦軸： fmol

・赤線：観測値から求めたfmol

・緑線： の理論モデルfmol

・桃線： の理論モデルfmol
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